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令和６年度 第２回教育課程編成委員会 議事録 

 

日 時：令和６年３月４日（火） １９時００分～２０時３０分 

場 所：熊本総合医療リハビリテーション学院１号館  会議室２ 

出席者：１５名 

〈学外委員〉６名 

牛島 由紀雄（熊本県作業療法士会 会長） 

大橋 妙子（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 理学療法課 課長補佐） 

今田 吉彦（熊本機能病院 総合リハビリテーション部 作業療法課 課長） 

黒田 彰紀（熊本赤十字病院 臨床工学部 第一臨床工学課 腎センター ＣＥ係長） 

上野 敏輝（徳田義肢製作所 装具部 営業課 課長） 

丸山 修（熊本市消防局 警防部 救急課 課長） 

    〈欠席〉 

平田 好文（熊本託麻台リハビリテーション病院 理事長） 

〈学内委員〉９名 

髙野学院長、山本顧問、中原副学院長、坂崎副学院長兼教育部長、山中企画広報室長、

鬼塚事務部長、髙木副教育部長兼作業療法学科学科長、福島理学療法学科学科長、 

矢幡臨床工学学科主任講師、本田義肢装具学科学科長、岩永救急救命学科主任講師 

 

１．開会 

 

２．学院長あいさつ 

髙野学院長から委員会開会にあたり挨拶が行われた。 

 

３．議事録確認 

髙野委員長より前委員会の議事録確認が行われた。また、要約版の議事録については、後日ホー

ムページにて公表することが確認された。 

 

４．議事 

（１）新たな教育方法・教育内容への取り組みについて 

はじめに、髙野委員長より委員会の進め方について説明が行われ、続いて学内委員より会議資

料に沿って「教育課程の現状と今後の課題について」の説明が行われた。その後、学科ごとに分

科会が開かれ、分科会終了後は全体会において、分科会の報告及び意見交換が行われた。 

 

分科会及び全体会において、学外委員より示された意見や考えは次の通り。 

１．臨床実習報告書について、実習施設の指導者の負担を軽減する目的で、学院側が評価を行

う方針となっている。しかし、指導者の立場としては、自身の指導が学生に正しく伝わって

いるかを把握するうえで、実習報告書は重要な資料であった。そのため、学院側が評価を行

う場合、指導者がどのような指導を行ったのかが不明確な状態では、報告書を正確に評価す

ることは難しいのではないか。 

 

２．例えば実習日誌の内容に誤りがあった場合、実習指導者が指摘して返却した後、「学生が

きちんと確認できたかどうか」まで含めてフォローしていただきたい。 
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３．現場で頻繁に使用するミシンには、機種ごとに独自のクセがあるため、取り扱いが難しい

ところもある。他の養成校ではスピード調整が可能なミシンを導入しており、実習生からは

「作業がしやすい」との声も聞いている。そのようなミシンを導入することで、作業効率が

あがる可能性があるので検討してみてはどうか。ただし、実際の現場ではスピード調整機能

が可能なミシンを設置していない企業が多く、現場に出た際に戸惑う可能性もある。 

 

４．ルーブリック評価表には、評価項目やチェックポイントが明確に整理されており、学生に

とっても非常に有用であると思われる。これがあれば、学生自身がセルフチェックを行うこ

とができ、自らの課題や不足点を確認できるので、ぜひ積極的に取り組んでいただきたい。 

 

５．授業ごとの小テストの結果を評価に加えることについては、学生の学びの意欲を刺激する

効果があるのではないか。小テストは試験範囲が比較的狭く、学生にとって適度な負荷とな

っており、「小テストがあるから勉強しなければならない」という動機づけに繋がっている

と思われる。クラスが持つ特有の雰囲気もあると思われるが、今後も効果検証を重ねていた

だきたい。 

 

６．ＭＥ２種試験対策については、２年次に進級してから準備を始めたのでは、対策期間が６

ヶ月にも満たず、やはり時間が不足しているように思う。夏季特訓ゼミに参加しない学生も

いるとのことを踏まえると、より早い段階から対策を始めた方が良いのではないか。 

 

７．臨床工学学科の臨床研修報告書を読んだところ、「小学生から高校生に対しては、２ヶ月

から３ヶ月以内に達成可能な短期目標を設定させることで、成績が向上していく様子が見ら

れた」との記載がある。この方法は、本学を含め、多様な背景を持つ学生が多くなってきた

高等教育機関においても、十分に効果を発揮するものと思われる。今後も是非、このような

臨床研修の成果を本学の教育の成果向上に活用していただきたい。個別指導時など、指導者

側の人数が限られている状況においては、短期間の教育目標を学生に設定させることが大切

である。 

 

８．ＤＸ教育の推進ばかりに捉われるのではなく、多様な学生に向き合う気持ちを先生が持つ

ことはとても重要だ。最終的な狙いは国家試験の合格であり、例えば国家試験の問題の解説

を動画で配信することも教育ＤＸの推進の一つと思う。次年度の入学生からパソコンやタブ

レットの準備を必須としている。ある程度の時間を要しても、全学科でパソコン等を活用し

た自学自習できる環境を整えることも検討して欲しい。 

 

９．消防の現場からは、「神経名や病名の丸暗記ではなく、症状や主訴から傷病者の病態を理

解できる救命士が求められている」との声もある。主訴から病態を推測し、適切な処置へと

結びつける「推論型問題」を活用した学習方法は非常に有効である。 

 

１０．Moodle に動画をアップロードし、シミュレーションや実技の学習に活用することはでき

ないか。YouTubeなどの動画サイトにはさまざまな関連動画が投稿されているが、内容にば

らつきがあり、正確性に欠けるものもあるので、選定したうえで、学生に提供していただき

たい。 
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１１．プロトコールは地域によって異なるため、教育の中で扱うのは難しい面もあるが、学生に

とって学習のイメージがつきやすく有効な手段である。プロトコールやテキストは年々改訂

され、それに準じた教材を準備することは大変だと思うが、国家試験対策の観点からも継続

して対応して欲しい。 

 

１２．学生が空き時間を有効に活用した自主的な学習姿勢を確立するには、学生自身が「自ら学

びたい」と思えるような雰囲気づくりが最も重要な取り組みだと考える。 

 

１３．幅広くさまざまな学生が入学してくるため、その対応は非常に大変であると思われる。そ

の中で、１年次に実施している「上級生との合同学習の機会」は、とても良い取り組みであ

る。私たちが学生だった頃も、先輩方の姿を見ながら、「将来どのように取り組んでいかな

ければならないのか」を学んできた。学生たちに自発的な行動を促すためにも、身近な先輩

の姿を見て学び、学習することが大事である。大変であるが、全学年を通してこのような取

り組みをしていただきたい。例えば、実習報告会に下級生も参加させることで、「来年はこ

のようなことに取り組まなければならない」、「ここまで成長していなければならない」等、

学年に応じて求められる内容を感じ取る学生もいると思われる。３年制となりカリキュラム

がコア化されたことで、時間的な余裕がないかもしれないが、上級生が下級生を教えたり指

導したりすることは、結果として自立性が向上し成長につながるのではないか。 

 

１４．１年次から４年次の各学年において、どの時期に学生がつまずきやすいかという視点で考

えると、おそらく最も引っかかりやすいのは、学習習慣がまだ十分に身についていない１年

次ではないかと思われる。２年次・３年次以降になると学習習慣が身についてくるため、特

定の科目でつまずいたり、学年間の科目数の違いにより単位を落としたりするケースは基本

的に少ないと考えているがそれでよいか。このような観点から、１年次は最も重要であり、

学習習慣を身につけるとともに、自分の目的や入学した意味をしっかりと習熟することに時

間を費やすことができれば、その後の学年ではしっかりと学習に取り組んでくれるのではな

いか。 

 

１５．学年間での学習会は、非常に有意義な取り組みであるが、上級生からの発信内容が、例え

ば「ここは手を抜いてもよい」、「再試験では同じような問題が出題される」等のネガティブ

な発信がされる可能性も否定できない。上級生の発信が下級生の学習意欲やモチベーション

を高められる発信になるよう注意する必要がある。 

 

１６．学習についていくためには、学習習慣の定着を図ることは勿論であるが、加えて生活習慣

の確立も重要であり、早い時期からの指導が改めて大事であると考える。学習習慣が十分に

身についていない学生に対しては、ノートの綴じ方や資料の整理方法、パンチでの穴の開け

方等の基本的なことから説明が必要である。最近では、そのような基本的な事柄が身につい

ていない学生が少しずつ増えてきている印象がある。 

 

１７．コロナ禍では、子どもたちと関わる時間を十分に持つことが難しく、厳しく指導すること

をためらうような傾向が如実に表れてきた。かつて教員として授業をしていた頃は、「世の
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中で通用すること・通用しないこと」に係る指導は厳しく行われていた。しかし、現在では

厳しい指導を行うことが難しい状況である。だからこそ、学生と話す時間を十分に確保し、

正しい行動が取れるよう導いていく必要がある。授業の中で、かつての道徳教育のような取

り組みを取り入れていく必要があるのではないか。 

 

１８．「テストの成績が低い」という報告があったが、そこは譲れない部分である。相当な労力

と時間を要することになるが、学生が理解できていないのであれば、「理解できるまでとこ

とん向き合う」という対応をすれば、多少厳しい指導であっても学生に受け入れてもらえる

のではないか。しかし、コロナ禍以降、そうした丁寧な関わりの時間を取ることが難しくな

っており、学生側も教員側も、時間的・精神的な余裕がなくなってきていると感じる。 

 

１９．グループの中でお互いを刺激し合える環境が非常に重要だと考えている。しかし、コロナ

禍を経験してきた今の学生たちには、そのような関わりが十分に育まれていないように感じ

ている。実際に、実習生同士が積極的に会話を交わしている場面を見かけることが少ない。

「あの人も頑張っているから、自分も頑張ろう」といった、お互いに刺激し合い高めていく

関係性が、以前と比べて薄れてきているのではないかという印象を受けている。 

 

２０．職場では、スタッフとの定期的な面談の機会を設けている。継続して面談を行うことで、

スタッフの雰囲気にも変化が表れ、自分自身を振り返り、物事を深く考えられるようになっ

ていく様子が見られる。やはり、対話の時間を持つことは非常に大事であると実感している。 

 

２１．最近、「多様化」という言葉があまりにも広く使われすぎていて、「多様化だから仕方ない」、

「多様化だから許される」といった風潮が強くなっている。しかし、どんなに多様であって

も、「ダメなものはダメ」であるという線引きは必要である。最初は、このような指導に対

して反発もあるが、「相手の話をしっかりと聞く」という姿勢で関わると、少しずつ受け入

れてくれるようになり、「相手がどんなことを考えているのか」、「今どのような状況にいる

のか」が見えてくるので、こちらの対応の仕方も自然と変わってくる。対話を通して、学生

自身の目的（「今、本当にそれをやりたいと思っているのか」、「将来に向けてしっかりと視

野に入れてやっているのか」）といった部分にまで踏み込んだ話を聞くことができるように

なるのではないか。 

 

２２．４年制においては、２年次に比較的時間的・精神的な余裕があったとのことだが、３年制

ではそのような余裕のある時期がなく、次年度にはすぐに国家試験の受験が控えているとい

う状況に置かれるので、これまでと同じ意識や取り組み方は通用しないだろう。「その日の

学びを自分で振り返る時間を持つ」という学習の習慣を支える環境として、真剣に黙々と取

り組める自習室のようなスペースを校内に確保することも、学習支援に有効ではないか。 

 

２３．学力が国家試験合格レベルに達していない学生であっても、受験に臨ませているのが実情

ではないか。以前であれば、学力不足の学生に対しては、留年・卒業延期、あるいは国家試

験の受験を認めないといった対応が取られていたと思うが、現在は、そのようなハードルが

設けられていないように見受けられる。これは学院としての方針による部分もあると思うが、

国家試験の合格率を考慮すれば、ある程度の線引きや厳しい判断も必要ではないかと思う。
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また、学生の中には「留年しないだろう」「３年で卒業できるだろう」と安易に考えている、

いわば気の緩みのようなものもあるのではないか。 

 

２４．義肢装具士は基本的に手を使った作業が中心となる。しかし、現代の学生は子供時代から

手を使った作業の機会が減っている。他の学科の場合も同様で、解剖学の講義では３０年ほ

ど前から骨のスケッチを課しており、以前は、クラスに数人は優れた画力を持った学生がい

たが、現在は「“何を描いているのか分からない”と思ってしまうようなスケッチしか描け

ない学生が多くなっている」と聞いている。 

 

５．その他 

（１）令和７年度第１回教育課程編成委員会の開催日時については今後調整する。 

 

６．閉会 

 


